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裸足で大地を踏みしめて 
四保育所合同こ体育のつどいこ 

雨で延びのびになった今年の 「四保育 

所合同体育の集い」 は、休日開催がどう 

してもできず、 9 月27日（月）に町民グラン 

ドで行われました。 

子どもたちは、毎日青空の下で、元気 J 

いっぱい遊んでいます。 日頃遊んだ色い 

ろなことを大きな集団の中で取り組み、 

仲間意識を高め、協調の心を養い、体カ 

づくりに役立てようと、父母の会連合会 

の要望で始められたこの体育の集いも今 

年で8回目になります。 

平日だったため、午後の部の父母参加 

のプログラムは、取りやめになりました 

が、玉入れ、リレー、遊戯と、芝生の上 

をはだしで元気いっぱい走り回り、雨で 

る正7ドク）7.ドにかーっか うーっ」くミメ タ日書にすか 

【快晴の秋空の下で元気いっばい玉入れをする保育園児】 のようなはしゃぎぶりでした。 

10支所が優勝、 2位は7区 

320歳町民ソフトボール大会 

恒例の320歳ソフトボール大会が、例年にな 
く冷え込んだ10月24日（日）、町民グランドと市場小 

学校運動場で行われました。 
この大会は、赤池町体育協会主催、ソフトボー 

ル連盟運営で各地区公民館から19チームが参加。 

参加資格は27歳以上で1チーム9人の合計年齢 

が320 歳以 L という制限があるユニークな大会 

です。 
試合は、4つのパート 

で’リングリーグを行い、 

猿畑、 10 支所、西町、 

7 区が決勝トーナメント 

に進出、 10 支所と7区 

で決勝戦が行われ、接戦 

の末6対5で10 支所が久 

びさの優勝に輝きました。 
【猿畑-1 3 支所戦からI 

11.12月は納税強化月間です。 11月は町民税第4期分の納税月です。 
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今

年

も

九

百

七

十

一

人

の

 

お

じ

い

ち

ゃ

ん

、

お

ば

あ

ち

 

ゃ

ん

の

長

寿

を

祝

い

、

恒

例

 

の

ひ

と

月

お

く

れ

の

敬

老

会

 

が

十

月

十

五

日

、

町

民

会

館

 

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

昨

年

は

九

百

十

三

人

が

該

 

当

で

し

た

が

、

今

年

は

五

十

 

、 

食糧管理制度がフ 

1 改正されまし声 

新
食
管
法
の
あ
ら
ま
し
 

食
糧
管
理
法
は
、
 

昌昭和57年1月から実施昌 

昭
和
十
L
年
以
来
 

あ
 

戦
中
戦
後
の
食
糧
難
の
時
代
か
ら
現
右
 

ま
で
、
私
た
ち
の
主
食
で
あ
る
米
を
国
 

報
 

が
責
任
を
も
っ
て
安
定
的
に
供
給
し
て
 

広
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く
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⑨

一

 

目
本
農
業
の
基
幹
で
あ
る
稲
作
農
業
を
 

支
え
て
き
ま
し
た
。
 

八

人

ふ

え

て

、

ま

す

ま

す

長

 

寿
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
 

式

典

で

は

、

町

長

、

議

長

 

教

育

長

、

収

入

役

か

ら

そ

れ

 

ぞ

れ

お

祝

い

の

言

葉

が

お

く

 

ら

れ

、

今

年

米

寿

を

む

か

え

 

た

安

永
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木
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雄
さ
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ほ
か
一
一
 

【園児のおどりを拍手でこらんになるお年寄り】 

百

六

十

人

の

八

十

歳

以

E

の
 

方

に

県

知

事

表

彰

と

記

念

品

 

が

、

ま

た

、

九

十

歳

以

上

の

 

堀

辰

野

さ

ん

ほ

か

十

三

人

と

 

七

十

歳

以

上

の

該

当

者

全

員

 

の
代
表
と
し
て
大
森
一
nE
市
さ
 

ん

に

そ

れ

ぞ

れ

町

か

ら

記

念

 

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
o
 

ま

た

、

今

年

百

一

歳

と

町

 

内

在

住

の

最

高

齢

者

で

あ

る

 

鋤

木

田

の

世

良

馬

吉

さ

ん

は

 

少

し

カ

ゼ
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味

と
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こ

と

で
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し
か
し
、
こ
の
食
管
法
は
、
配
給
統
 

制
に
よ
る
量
の
公
平
配
分
を
E
眼
と
し
 

た
制
度
で
あ
っ
た
の
で
、
不
足
か
ら
過
 

剰
に
転
じ
た
最
近
の
米
の
需
給
実
態
と
 

合
わ
な
く
な
り
、
色
い
ろ
な
問
題
が
出
 

て
き
ま
し
た
。
 

そ
こ
で
こ
う
し
た
問
題
に
対
処
す
る
 

と
と
も
に
制
度
の
基
本
を
守
り
な
が
ら
 

過
剰
、
不
足
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
食
糧
 

事
情
で
も
制
度
が
ト
分
そ
の
役
割
り
を
 

果
せ
る
よ
う
に
法
律
が
改
正
さ
れ
ま
し
 

た。 新
し
い
食
量
管
理
法
は
、
昭
和
互
ト
 

ヒ
年
 
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

米
穀
通
帳
制
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
 

の
で
、
米
穀
通
帳
な
し
で
お
米
が
 

買
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
 

通
常
時
に
は
、
配
給
統
制
が
廃
止
さ
 

れ
ま
し
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
点
に
つ
 

い
て
は
、
従
来
か
ら
米
穀
通
帳
の
配
布
 

が
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
 

の
で
、
消
費
者
の
立
場
か
ら
は
あ
ま
り
 

変
化
は
な
い
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
 

ん
。
な
お
、
緊
急
時
に
は
、
配
給
統
制
 

が
復
活
さ
れ
ま
す
。
 

集
荷
業
警
、
販
売
業
者
が
指
定
ま
 

た
は
許
可
制
と
な
り
、
流
通
ル
ー
 

ト
を
特
定
し
て
業
者
の
責
任
が
明
 

確
化
さ
れ
ま
し
た
。
 

生
産
者
か
ら
米
を
集
荷
し
、
消
費
者
 

へ
の
米
の
販
売
を
行
う
集
荷
業
者
、
卸
 

小
売
の
販
売
業
者
の
役
割
り
は
重
要
で
 

会

場

に

は

お

み

え

に

な

っ

て

 

い

ま

せ

ん

で
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が
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方
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尾

保
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所
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野

園

長

の

司

会

進

行

 

で

保

育

園

児

の

音

楽

会

、

養

 

命

大

学

、

公

民

館

文

化

サ

ー

 

ク

ル

の

み

な

さ

ん

の

踊

り

と

 

楽

し

い

時

間

を

過

ご

し

、

最

 

後

に

町

長

は

じ

め

全

員

で

炭

 

鉱

節

を

踊

っ

て

、

終

始

笑

顔

 

と

拍

手

で

な

ご

や

か

な

う

ち

 

に
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。
 

お
 

わ
 

び
 

敬
老
会
名
簿
の
印
刷
 

ミ
ス
の
た
め
多
数
の
方
 

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
 

ま
し
た
。
 

ま
こ
と
に
申
し
訳
あ
 

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
謹
 

し
ん
で
お
詫
び
申
し
上
 

げ
ま
す
。
 

福
祉
係
 

す
。
こ
の
た
め
業
者
は
法
に
よ
る
指
定
 

ま
た
は
許
可
制
と
な
り
、
監
督
指
導
が
 

強
化
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
く
ず
米
業
者
も
指
定
ま
た
は
 

許
可
制
と
な
り
、
ヤ
ミ
業
者
は
、
き
び
 

し
く
処
罰
さ
れ
ま
す
。
 

し
か
し
、
そ
の
反
面
、
人
口
の
多
い
 

一
定
の
区
域
に
は
、
米
穀
小
売
店
が
簡
 

単
な
販
売
所
で
お
米
を
販
売
で
き
る
「
 

ブ
ラ
ン
チ
制
度
」
 
が
で
き
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
よ
り
、
消
費
者
は
、
今
ま
で
 

よ
り
身
近
に
お
米
を
求
め
る
こ
と
が
で
 

弁
月
の
 

ン
 

C

」
ょ
み
と
行
事
」
 

和
名
 
霜
月
（
し
も
つ
き
）
 

霜
が
し
き
り
に
降
る
の
で
霜
降
月
。
 

そ
 11 

を
略
し
て
霜
月
と
い
う
。
 

1
日
（
月
）
 

全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
 

調
月
間
 
燈
台
記
念
日
 

2
日
（
火
）
 

町
民
文
化
祭
 

婦
人
学
級
（
驚
総
）
 

ヤ
ン
グ
サ
ロ
ン
（
？
贈
認
）
 

3
日
（
水
）
 

町
民
文
化
祭
 
文
化
の
日
 

5
日
（
金
）
 

中
央
料
理
教
室
（
響
叙
）
 

7
日
（
日
）
 

第
九
回
赤
池
町
少
年
剣
道
 

大
会
（
誤
纏
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
」
伽
戸
じ
 

8
目
（
月
）
 

第
一
回
ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
 

人
を
励
ま
す
会
（
細
転
7
じ
 

立
冬
 

9
日
（
火
）
 

糖
尿
病
週
間
（
m
m

) 

11 

日
（
木
）
 

養
命
大
学
（
響
叙
）
 

税
を
知
る
週
間
（
耕
）
 

12 

日
（
金
）
 

解
放
講
座
（
耀
器
喧
）
 

15 

日
（
月
）
 

七
・
五
・
三
祝
 

16 

日
（
火
）
 

婦
人
学
級
（
難
総
）
 

ヤ
ン
グ
サ
ロ
ン
（
喚
蝉
諮
）
 

17 

日
（
水
）
 

中
央
料
理
教
室
（
難
認
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
細
勤
●
に
）
 

21 

日
（
日
）
 

第
十
一
回
町
民
バ
ド
ミ
ン
 

ト
ン
大
会
（
鳴
知
斬
か
じ
 

23 

日
（
火
）
 

勤
労
感
謝
の
日
 

小
雪
 

25 

日
（
木
）
 

養
命
大
学
（
躍
叙
）
 

26 

日
（
金
）
 

解
放
講
座
（
耀
器
聖
 

28 

日
 
日） 

赤
池
町
青
少
年
健
全
育
成
 

大
会
 

I
 

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

米
の
無
償
譲
渡
の
道
が
開
か
れ
ま
し
 

た
の
で
、
郷
里
に
帰
っ
た
と
き
に
持
ち
 

帰
る
、
い
わ
ゆ
る
縁
故
米
や
お
中
元
、
 

お
歳
暮
な
ど
と
し
て
贈
る
“
贈
答
米
”
 

な
ど
に
つ
い
て
も
規
制
が
解
か
れ
ま
し
 

た。 

1

米
の
需
給
均
衡
化
 

ノ
 

／ 

を
図
り
ま
し
ょ
う
 

／
 

米
の
消
費
は
減
少
し
て
い
ま
す
 

米
の
一
人
年
間
消
費
量
は
、
昭
和
五
 

十
六
年
に
七
八
・
九
什
～
一
と
、
年
ご
と
 

に
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
昭
和
 

三
十
七
年
当
時
（
ビ
ー
ク
）
の
約
三
分
 

の
二
で
す
。
 

こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
昭
和
六
十
五
 

年
に
は
、
六
士
二
か
ら
六
十
六
結
ム
程
 

度
に
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
 

こ
の
た
め
強
力
に
米
の
消
費
拡
大
を
 

は
か
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

水
田
利
用
再
編
対
策
と
米
消
費
拡
 

大
を
併
行
し
需
給
均
衡
化
を
は
か
 

っ
て
い
ま
す
 

米
の
生
産
は
、
生
産
力
の
向
L

に
よ
 

っ
て
単
収
は
着
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
 

の
で
米
の
消
費
が
さ
ら
に
減
退
す
れ
ば
 

過
剰
米
の
増
加
に
つ
な
が
り
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
単
に
米
生
産
を
調
整
す
る
 

の
で
は
な
く
、
長
期
的
な
目
標
の
も
と
 

に
農
産
物
の
総
合
的
白
給
力
を
高
め
る
 

た
め
、
水
田
で
大
豆
・
麦
・
飼
料
作
物
 

な
ど
の
増
産
を
推
進
し
て
、
需
要
に
応
 

じ
た
米
の
生
産
を
行
い
つ
つ
、
 
一
方
で
 

は
、
米
の
消
費
拡
大
運
動
を
展
開
し
て
 

米
の
需
給
均
衡
化
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。
 

米
の
需
給
均
衡
化
を
、
み
な
さ
ん
 

の
協
力
に
よ
っ
て
推
進
し
食
糧
の
 

安
定
保
障
を
確
立
し
ま
し
ょ
う
 

米
は
我
が
国
の
風
L

に
適
し
た
作
物
 

で
唯
一
の
自
給
で
き
る
国
民
の
主
食
で
 

す
。
国
民
の
健
康
を
守
り
、
資
源
の
荒
 

廃
を
防
ぐ
に
は
、
ま
づ
、
当
面
す
る
米
 

の
需
給
均
衡
の
実
現
が
大
切
に
な
っ
て
 

き
ま
す
。
 

外
国
に
食
糧
の
供
給
を
大
幅
に
依
存
 

す
る
現
状
を
改
善
し
、
米
の
消
費
を
拡
 

大
し
、
そ
の
生
産
を
回
復
し
て
、
食
糧
 

の
安
定
保
障
を
確
立
し
ま
し
ょ
う
。
 

◇米需給均衡化対策 

、
 

『
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
・
、
、
，
、
 

I

ー

ー

一

 

需要対策 

米の消費拡大 

雪要量J 
1,055カ トンー 

生産対策 

水田利用再編対策 

、
 

I 血絵の均衡化各図り 、 

総合需給力の向上を 

計画生産量 
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田
川
地
区
の
被
差
別
 

部
落
の
形
成
と
 

差
別
政
策
 

江
戸
時
代
初
め
の
田
川
 

江
戸
時
代
の
田
川
郡
は
、
細
川
家
（
 

六
〇
〇
、
一
六
三
二
年
）
、
小
笠
原
 

家
（
一
六
三
ニ
ー
一
八
六
九
年
）
の
一
一
 

大
名
の
支
配
を
受
け
ま
し
た
。
村
々
へ
 

の
支
配
機
構
は
、
細
川
が
つ
く
り
、
小
 

笠
原
が
よ
り
強
力
に
継
承
し
実
施
し
ま
 

し
た
。
小
倉
藩
は
、
各
郡
に
役
所
を
置
 

き
武
士
を
役
人
と
し
て
派
遣
し
て
そ
の
 

取
り
締
り
に
当
た
ら
せ
ま
し
た
。
田
川
 

、 り 

議会だよ‘) 
昭
和
五
十
六
年
度
赤
池
町
立
病
院
事
業
 

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
 

収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出
の
病
院
事
 

業
収
益
と
し
て
四
億
ト
六
万
四
千
九
百
 

三
十
円
、
同
支
出
四
億
五
千
三
ト
‘
万
 

六
千
八
百
六
十
六
円
、
差
引
△
圧
千
十
 

五
万
千
九
百
三
十
六
円
。
 

資
本
的
収
入
と
し
て
し
百
八
十
二
万
 

六
千
円
、
同
支
出
八
百
五
十
六
万
千
百
 

六
十
四
円
、
差
引
△
ヒ
百
三
十
五
万
百
 

六
十
四
円
。
 

昭
和
五
十
六
年
度
赤
池
町
上
水
道
事
業
 

会
計
歳
入
歳
出
決
算
 

収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出
の
水
道
事
 

業
収
益
と
し
て
一
億
六
千
五
百
二
十
六
 

万
四
千
五
百
六
十
二
円
、
同
支
出
二
億
 

二
百
五
十
八
万
三
千
八
百
八
十
八
円
、
 

差
引
△
三
千
七
百
三
十
一
万
九
千
三
百
 

二
十
六
円
。
 

資
本
的
収
入
と
し
て
二
千
二
百
四
十
 

万
千
円
、
同
支
出
三
千
二
百
三
十
四
万
 

五
千
百
六
十
八
円
、
差
引
△
九
百
九
十
 

四
万
四
千
百
六
十
八
円
。
 

赤
池
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
 

(8) 

郡
で
は
、
香
春
町
に
役
所
を
置
き
、
郡
 

内
を
六
つ
（
初
期
は
七
つ
）
の
地
域
に
 

て
な
が
 

分
け
、
こ
れ
を
手
永
と
呼
ん
で
、
大
庄
 

屋
を
一
人
ず
つ
配
置
し
ま
し
た
。
例
え
 

ば
、
上
野
手
永
は
、
香
月
家
が
大
庄
屋
 

に
任
命
さ
れ
（
現
在
の
青
柳
窯
元
が
そ
 

の
家
敷
後
）
赤
池
町
、
方
城
町
、
金
田
 

町
南
木
、
神
崎
地
区
を
支
配
し
、
そ
の
 

下
の
各
村
々
に
庄
屋
、
方
頭
、
百
姓
代
 

の
村
方
三
役
を
置
き
、
行
政
の
最
小
単
 

位
と
し
ま
し
た
。
納
税
も
村
請
と
い
っ
 

て
、
村
人
の
連
帯
責
任
と
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
細
川
家
の
命
令
で
調
査
、
作
成
 

さ
れ
た
 
「
人
畜
改
帳
」
 

（
元
和
八
年
廿
 

一
六
二
二
年
）
に
よ
り
ま
す
 

ねんぐをおさめる農民 役人がきびし 

くかんとくして、、ます。 

と
、
当
時
の
田
川
郡
は
五
十
 

六
の
村
や
地
域
に
分
か
れ
、
 

田
川
郡
全
体
で
一
五
、
二
四
 

七
人
の
人
口
で
し
た
。
大
庄
 

屋
、
百
姓
、
名
子
（
隷
属
農
）
 

町
人
、
御
境
目
道
番
（
他
代
 

名
と
の
国
境
の
番
人
）
鍛
治
、
 

番
匠
（
大
工
）
、
大
鋸
（
き
 

こ
り
）
、
新
町
人
新
所
の
者
 

（
開
拓
農
民
）
焼
物
師
（
上
 

野
焼
、
弁
城
焼
）
、
同
売
子
、
 

寺
持
、
坊
主
、
座
頭
、
山
伏
 

の
順
に
、
十
六
種
の
職
業
、
 

ー
 

、

！

 

岬
大
博
劇
場
で
開
か
れ
る
 

入
る
 

任
理
事
）
ら
検
挙
さ
れ
る
 

聞
 

同
年
5
月
任
日
 

昭
和
2
年
 11 

月
 

”
福
岡
連
隊
で
差
別
事
 

解
放
運
動
の
歩
み
 

相
原
泰
作
二
等
 

川

件

 

軍
隊
内
の
差
別
撤
 

町
 

同
年
8
月
5
日
 
福
岡
連
隊
 

同
年
 11 

月
 12 

日
 

福
岡
連
隊
 
求
め
名
古
屋
練
兵
場
で
の
 

m

事
件
で
水
平
社
代
表
が
連
隊
側
 
着
別
糾
弾
闘
争
に
対
し
「
連
隊
 
観
兵
式
で
天
皇
に
直
訴
、
 

川
 
と
会
見
す
る
も
交
渉
決
裂
。
 
17 

爆
破
陰
謀
」
事
件
が
デ
ソ
チ
あ
 
会
議
に
送
ら
れ
る
o
 

町
 
日
に
は
全
国
水
平
社
本
部
に
福
 
げ
ら
れ
、
松
本
治
一
郎
、
藤
岡
 

山
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
」
」
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
 

22
 

日m 

卒、 

皿
 

廃

を

脚

 

天
皇
m
 

軍
法
皿
 

IIII
一
三
】
 

職
能
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
軒
数
 

や
戸
主
数
、
男
女
別
人
口
が
出
さ
れ
て
 

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
細
川
が
領
内
各
地
 

の
牛
馬
数
を
含
む
生
産
力
や
、
職
業
別
 

人
口
を
つ
か
む
た
め
の
調
査
で
あ
り
、
 

注
目
す
べ
き
は
、
後
世
の
よ
う
に
身
分
 

別
や
職
業
の
上
下
が
な
く
、
た
だ
大
庄
．
 

屋
、
百
姓
を
最
初
に
し
、
後
は
羅
列
し
 

て
い
る
だ
け
で
す
。
幕
藩
体
制
の
初
ま
 

っ
た
ば
か
り
の
頃
で
す
か
ら
、
領
内
の
 

把
握
に
全
力
を
あ
げ
た
時
期
で
、
ま
だ
 

ま
だ
身
分
制
度
も
完
全
に
は
出
来
上
っ
 

て
な
く
、
人
び
と
を
何
等
か
の
身
分
に
 

は
め
る
こ
と
に
懸
命
で
あ
り
、
容
易
な
 

こ
と
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
こ
と
が
古
 

文
書
か
ら
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
全
 

国
的
に
み
て
も
身
分
制
度
が
出
来
上
が
 

る
の
は
一
六
六
〇
年
代
と
い
わ
れ
て
い
 

ま
す
が
そ
れ
で
も
ま
だ
、
ど
の
身
分
に
 

入
れ
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
人
び
と
も
 

多
く
い
ま
し
た
。
 
一
七
一
三
年
の
 
「垣 

の
内
、
道
の
者
、
遊
君
、
茶
発
、
皮
多
 

等
、
皆
え
た
の
名
の
由
に
候
」
 

（
山
口
 

藩
）
は
、
い
ろ
ん
な
仕
事
の
人
々
を
支
 

配
者
が
、
そ
の
時
の
判
断
で
各
身
分
に
 

振
り
分
け
し
た
よ
い
例
と
い
え
ま
す
。
 

一
六
二
二
年
の
段
階
で
は
、
田
川
郡
で
 

誰
も
差
別
的
に
扱
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
 

に
特
に
注
意
し
て
お
い
て
下
さ
い
。
な
 

お
当
時
現
在
の
赤
池
町
の
範
囲
で
の
軒
 

数
、
人
口
は
次
の
と
お
り
で
す
。
上
野
 

村
（
二
九
〇
軒
、
六
一
一
人
）
同
村
新
 

所
（
八
軒
）
同
村
焼
物
山
（
二
二
軒
、
 

六
五
人
）
鋤
木
田
村
（
五
三
軒
、
 
一一 

七
人
）
市
津
村
（
八
八
軒
、
 
一
八
四
人
）
 

と
な
っ
て
お
り
、
草
場
村
、
赤
池
村
、
 

能
方
村
な
ど
の
名
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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（
明
治
時
代
〕
 

江戸時代 , 

 に国時代 
室
町
時
代
 

南
北
朝
時
代
 

鎌
倉
時
代
 

叱
三
三
一
三
三
三
三
一
一
三
I
I
三
三
三
三
三
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三
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一
三
三
三
三
三
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三
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三
「
三
三
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九
 

大
正
 15 

年
5
月
2
日
 

全
国
 
岡
連
隊
差
別
事
件
特
別
委
を
設
 
正
右
衛
門
（
福
岡
県
水
平
社
委
 

水
平
社
第
5
回
大
会
が
福
岡
・
 

置
し
、
全
国
的
な
糾
弾
闘
争
に
 
員
長
）
木
村
京
太
郎
（
全
水
常
 

印
鑑
登
録
証
再
交
付
 

手
数
料
が
新
設
 
11
 

月
か
ら
 

ー

第

八

回

九

月

定

例

町

議

会

ー

 

昭
和
五
十
七
無
弔
八
回
九
月
定
例
町
議
会
は
、
九
月
三
十
日
か
ら
十
月
四
 

日
ま
で
五
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、
赤
池
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
 

正
す
る
条
例
の
制
定
な
ど
九
議
案
が
上
程
さ
れ
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
五
件
の
請
願
が
審
議
さ
れ
、
発
議
と
し
て
二
つ
の
 

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
o
 

正
す
る
条
例
の
制
定
 

今
ま
で
印
鋸
登
録
証
再
交
付
に
つ
い
 

て
は
、
無
料
で
交
付
し
て
い
ま
し
た
が
 

近
隣
町
村
の
実
態
に
あ
わ
せ
、
再
交
付
 

の
手
数
料
が
新
設
さ
れ
、
十
一
月
一
日
 

か
ら
三
百
円
徴
収
と
な
り
ま
し
た
。
 

字
の
区
域
の
変
更
 

土
地
改
良
事
業
の
結
果
に
よ
り
上
野
 

大
谷
地
区
の
字
の
一
部
が
変
更
に
な
り
 

ま
し
た
。
 

福
岡
県
町
村
自
治
会
館
管
理
組
合
規
約
 

の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
の
協
議
 

同
会
館
の
移
転
建
築
に
伴
い
、
規
約
 

の
一
部
改
正
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。
 

福
岡
県
市
町
村
消
防
団
員
公
務
災
害
補
 

償
組
合
規
約
の
一
部
変
更
 

組
合
構
成
市
町
村
の
う
ち
市
制
を
施
 

行
し
た
大
宰
府
市
を
規
約
上
明
記
す
る
 

な
ど
の
理
由
で
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

昭
和
五
十
七
年
度
赤
池
町
「
般
会
計
補
 

正
予
算
 

一
億
九
千
六
百
六
十
九
万
七
千
円
の
 

追
加
補
正
で
予
算
総
額
四
十
億
三
千
一
一
 

百
九
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
、
公
営
住
 

宅
家
賃
改
正
に
よ
る
増
収
見
込
み
額
一
 

千
百
万
円
。
上
野
小
学
校
増
改
築
に
伴
 

う
指
定
寄
付
金
五
百
万
円
。
国
県
補
助
 

金
お
よ
び
町
債
で
は
、
各
種
事
業
の
補
 

助
単
価
改
正
お
よ
び
新
規
事
業
に
対
す
 

る
補
正
一
億
七
千
二
百
万
円
な
ど
で
す
。
 

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、
同
和
対
 

策
事
業
で
大
型
共
同
作
業
場
施
設
整
備
 

費
な
ど
、
過
疎
対
策
事
業
で
集
会
所
建
 

設
費
、
台
風
十
三
号
に
よ
る
公
共
施
設
 

災
害
復
旧
工
事
費
、
農
業
振
興
費
と
し
 

て
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
建
設
費
、
農
業
共
 

同
作
業
場
建
設
費
な
ど
で
す
。
 

ま
た
、
債
務
負
担
行
為
と
し
て
赤
池
 

町
総
合
団
地
汚
水
処
理
施
設
設
置
工
事
 

の
一
億
六
千
万
円
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

昭
和
五
十
七
年
度
赤
池
町
上
水
道
事
業
 

会
計
補
正
予
算
 

赤
池
町
総
合
住
宅
団
地
配
水
管
布
設
 

工
事
に
よ
り
資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出
 

に
そ
れ
ぞ
れ
三
千
二
百
万
円
の
追
加
補
 

正
を
行
い
、
資
本
的
収
入
三
千
九
百
五
 

十
七
万
五
千
円
、
資
本
的
支
出
四
千
一
一
 

百
七
十
二
万
一
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
 

, 
'

？

ノ

 

j

／

・

 

二
反
ケ
浦
ー
松
本
線
道
路
改
良
工
事
 

の
予
定
価
格
の
金
額
が
三
千
万
円
を
ド
 

ら
な
い
た
め
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

⑥
塩
専
売
制
度
の
存
続
に
関
す
る
請
願
 

l
採
択
 

⑥
赤
池
町
伏
原
地
区
公
民
館
建
設
に
関
 

す
る
請
願
井
総
務
委
員
会
へ
付
託
 

⑥
申
告
納
税
制
度
の
基
本
を
揺
が
す
記
 

帳
義
務
法
制
化
反
対
に
関
す
る
請
願
 

‘
採
択
 

⑨
大
幅
減
税
と
申
告
納
税
制
度
「
見
直
 

し
」
の
中
止
を
政
府
税
制
調
査
会
に
 

求
め
る
こ
と
に
関
す
る
請
願
井
採
択
 

⑥
赤
池
町
十
八
支
所
地
区
公
民
館
建
設
 

に
関
す
る
請
願
井
総
務
委
員
会
へ
付
 

託
 

⑥
「
老
人
医
療
無
料
制
度
」
継
続
改
善
 

を
求
め
る
請
願
井
採
択
 

⑥
た
ば
こ
販
売
店
の
指
定
制
度
定
価
制
 

度
の
存
続
に
関
す
る
請
願
井
採
択
 

な
お
、
六
月
定
例
議
会
で
総
務
委
員
 

会
付
託
で
閉
会
中
の
審
議
と
な
っ
て
い
 

た
、
十
四
支
所
公
民
館
新
設
に
つ
い
て
 

の
陳
情
お
よ
び
十
一
支
所
集
会
所
建
設
 

に
関
す
る
陳
情
も
そ
れ
ぞ
れ
採
択
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

（
特
別
委
員
会
し
 

エ
場
誘
致
促
進
特
別
委
員
会
（
山
下
次
 

男
委
員
長
ほ
か
九
人
）
 

赤
池
町
に
工
場
を
積
極
的
に
誘
致
し
 

産
業
の
振
興
と
雇
用
の
増
大
を
は
か
る
 

目
的
で
、
工
場
誘
致
の
促
進
問
題
に
関
 

一
 

二
氏
が
金
品
を
寄
贈
 

円
 

現
在
東
京
に
お
住
ま
い
の
 

α
 
安
永
和
民
氏
（
新
日
鉄
化
学
 

5
 
工
業
卿
副
社
長
）
が
、
私
有
 

地

ユ

 地
で
あ
る
上
野
五
区
の
田
川
 

朝

肥

 j
与
弘
ぐ
、
f
暮
わ
』
」
引
 

弱
 
品
 
館
敷
地
二
百
八
十
四
伊
ル
を
 

班

競

 
「
地
域
の
公
民
館
活
動
な
と
 

⑩

勃

 に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
」
 

如
 
小
 
と
無
償
で
町
に
ご
寄
付
く
だ
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野
 
さ
い
ま
し
た
o
 

』

4

 
安
水
家
は
、
昭
和
の
初
め
 

彫

氏

 ま
で
鋤
木
田
に
お
ら
れ
た
方
 

和
 
徹
 
で
す
が
、
十
月
十
四
日
、
先
 

詠

松

 祖
の
お
墓
参
り
を
兼
ね
て
役
 

g
 
り
 

場
に
立
ち
寄
ら
れ
香
月
町
長
 

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
上
野
小
学
校
は
現
在
校
舎
の
 

増
改
築
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
上
 

野
大
浦
の
小
松
徹
氏
よ
り
 
「
建
設
費
の
 

一
部
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
」
 
と
五
 

百
万
円
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

小
松
氏
に
は
三
月
の
校
舎
完
成
時
に
 

感
謝
状
を
贈
呈
す
る
予
定
で
す
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

な
 

・
直
方
バ
イ
パ
ス
横
の
公
民
 

J
 

【役場に立ち寄られた安永夫婦】 

す
る
調
査
を
行
う
た
め
設
置
さ
れ
ま
し
 

た。 
町
立
病
院
運
営
特
別
委
員
会
（
井
上
牛
 

之
助
委
員
長
ほ
か
九
人
）
 

町
立
病
院
医
師
の
定
数
確
保
、
施
設
 

問
題
と
病
院
運
営
に
関
す
る
調
査
を
行
 

う
た
め
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
 

（
引
剰
質
間
）
 

起
債
（
借
金
）
と
健
全
財
政
に
つ
い
て
 

⑩
赤
池
町
の
財
政
規
模
で
は
、
ど
の
程
 

度
の
起
債
が
許
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
、
 

健
全
財
政
と
い
う
面
か
ら
兄
て
ど
の
程
 

度
の
起
債
額
が
妥
当
な
の
か
？
 

岡
旧
産
炭
地
で
あ
り
、
過
疎
対
策
、
同
 

和
対
策
と
い
う
問
題
が
あ
り
赤
池
町
は
 

他
町
村
並
み
に
い
か
な
い
所
が
あ
る
。
 

そ
れ
に
し
て
も
借
金
財
政
に
な
り
す
 

ぎ
て
い
る
。
法
に
よ
り
起
債
は
、
予
算
 

の
定
め
に
よ
り
起
こ
す
こ
と
が
で
き
、
 

ま
た
県
知
事
の
許
可
を
必
要
と
す
る
が
、
 

現
在
、
六
十
九
億
円
の
借
金
が
あ
る
。
 

現
行
の
財
政
規
模
で
い
く
と
二
十
億
程
 

度
が
赤
池
町
の
平
均
起
債
額
で
あ
る
。
 

起
債
制
限
比
率
（
借
金
で
き
る
限
度
）
 

が
三
十
勃
ド
を
越
え
る
と
ほ
と
ん
ど
の
 

事
業
が
制
限
さ
れ
る
が
、
赤
池
町
は
現
 

在
二
十
八
・
九
シ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
 

ま
た
、
歳
出
総
額
で
新
築
資
金
等
貸
 

付
事
業
を
含
め
三
十
五
億
程
度
が
赤
池
 

町
の
財
政
規
模
で
あ
る
と
県
か
ら
指
適
 

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
は
十
億
の
予
算
 

削
減
が
必
要
で
あ
る
。
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一
 

『1リIるく豊かな田園都市赤池』 を創るエネルギー 

秋
晴
れ
の
下
、
第
八
回
赤
池
町
統
一
 

秋
祭
り
が
十
月
九
日
、
十
日
の
両
日
盛
 

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

数
週
間
前
よ
り
各
地
区
で
は
、
そ
れ
 

報
 

広
 

昭和57年11月1日 け
 

第238号 広 報 あ か い ⑦
 

ぞ
れ
思
考
を
こ
ら
し
て
準
備
に
取
り
か
 

か
り
、
本
山
笠
十
一
台
、
子
ど
も
花
山
 

八
台
、
み
こ
し
一
台
が
九
目
い
っ
せ
い
 

に
町
内
に
繰
り
出
し
、
祭
一
色
に
わ
き
 

ま
し
た
。
 

九
日
の
夜
は
、
午
後
七
時
か
ら
赤
池
 

町
お
祭
り
対
策
協
議
会
（
立
花
杉
夫
会
 

長
）
主
催
の
『
の
ど
自
慢
大
会
』
が
同
 

和
対
策
中
央
研
修
所
で
行
わ
れ
、
各
地
 

区
か
ら
選
出
さ
れ
た
三
十
一
人
が
自
慢
 

の
の
ど
を
競
い
ま
し
た
。
 

ま
た
十
日
は
、
町
内
の
全
山
笠
が
一
 

同
に
町
民
会
館
前
に
集
合
し
、
集
団
山
 

見
せ
と
福
智
下
宮
神
社
ま
で
の
共
同
運
 

行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

、
 

) 

九
重
に
登
山
 

又
ニ
》
 

7
区
オ
リ
オ
ン
子
ど
も
会
 

ゆ
ざ
、
 

十
月
九
日
、
十
日
は
町
統
一
秋
祭
り
 

で
全
町
上
げ
て
お
祭
り
気
分
に
酔
い
ま
 

し
た
が
、
七
区
オ
リ
オ
ン
子
ど
も
会
で
 

は
、
十
月
十
日
、
十
一
日
の
両
日
、
九
 

重
登
山
を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
子
ど
も
会
育
成
会
（
久
原
 

明
会
長
）
が
、
七
区
は
山
笠
が
た
た
ず
 

子
ど
も
た
ち
が
淋
し
い
思
い
を
し
て
い
 

る
だ
ろ
う
、
体
力
作
り
を
兼
ね
て
何
か
 

楽
し
い
行
革
を
、
と
県
の
青
少
年
バ
ス
 

を
借
り
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。
 

以
下
、
村
上
み
き
さ
ん
の
感
想
文
を
 

ご
紹
介
し
ま
す
。
 

『
九
重
登
山
に
参
加
し
て
』
 

七
区
オ
リ
オ
ン
子
ど
も
会
 

四
年
 
村
上
み
き
 

十
月
の
連
休
に
、
子
供
会
で
一
泊
九
 

重
登
山
が
決
っ
て
か
ら
は
、
何
だ
か
う
 

れ
し
く
て
う
れ
し
く
て
、
そ
の
日
が
楽
 

し
み
で
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
ん
 

な
こ
と
は
生
れ
て
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
 

十
月
十
日
、
九
時
出
発
、
車
の
混
雑
 

で
七
時
間
半
も
か
か
り
、
四
時
半
に
ホ
 

テ
ル
到
着
。
途
中
ど
ん
よ
り
と
し
て
来
 

て
雨
が
ぱ
ら
つ
い
た
り
、
お
し
っ
こ
が
 

し
た
く
な
っ
た
り
、
バ
ス
か
ら
降
り
て
 

草
む
ら
に
走
っ
た
り
、
も
う
来
る
ん
じ
 

ゃ
な
か
っ
た
と
い
う
小
さ
な
子
ど
も
も
 

い
て
心
配
し
ま
し
た
が
、
今
で
は
み
ん
 

な
よ
い
思
い
出
で
す
。
 

ホ
テ
ル
で
は
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
料
理
を
 

み
ん
な
で
い
た
だ
き
、
夜
は
、
豆
は
プ
」
 

び
の
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て
、
み
ん
な
の
 

か
っ
こ
う
が
お
か
し
く
て
、
ゆ
か
い
で
 

た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

翌
十
一
日
は
、
カ
ラ
ッ
と
晴
れ
て
E
 

天
気
で
す
。
八
時
半
ホ
テ
ル
出
発
。
大
 

人
二
十
一
人
、
小
ど
も
二
十
人
、
保
育
 

園
児
六
人
、
計
四
十
七
人
で
班
を
組
ん
 

で
美
し
い
風
景
を
な
が
め
な
が
ら
、
い
 

よ
い
よ
登
山
開
始
で
す
。
赤
や
黄
に
紅
 

葉
し
た
山
、
石
こ
ろ
だ
ら
け
の
山
、
ビ
 

ー
ド
ロ
を
し
い
た
よ
う
な
、
な
だ
ら
か
 

な
緑
の
山
、
い
ろ
ん
な
形
の
山
や
ま
、
 

色
と
り
ど
り
で
そ
れ
は
き
れ
い
で
し
た
。
 

思
っ
た
よ
り
き
つ
く
な
く
、
小
さ
な
 

子
か
ら
大
人
ま
で
、
全
員
満
足
し
て
気
 

【県の青少年バスで九重登山した 

7区オI)オン子ども会のみなさん】 

×
 

こ
れ
と
同
時
に
町
民
会
館
前
 

で
は
、
十
年
前
、
青
年
学
級
生
 

に
よ
っ
て
堀
り
起
こ
さ
れ
た
福
 

ー
 
智
ド
宮
神
社
に
伝
わ
る
『
L
野
 

雌
 
神
な
否
 
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
o
 

⑩
 

こ
の
よ
っ
に
 
了
る
さ
と
祭
 

馴
 
り
』
は
、
地
区
公
民
館
、
文
化
 

細
 
団
体
が
そ
の
中
じ
的
役
割
り
を
 

区
 
は
た
し
、
年
ご
と
に
盛
大
に
な
 

”
 

フ

て

き

て

い

ま

す

o

 

か
 

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
創
 

区
 

り
が
叫
ば
れ
て
い
る
 41 
、
こ
の
 

野
秋
祭
り
は
「
明
る
く
豊
か
な
田
 

」
園
都
市
請
池
」
を
創
る
工
不
ル
 

ギ
ー
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

み
与
さ
ん
 

お
「
か
山
 

（

・

 

さ
ま
で
「
 

【町民会館前で奉納される上野神楽】 
r ，' 

林小百合さんの熱唱】 

交

通

安

全

パ

レ

ー

ド

 

九
月
二
十
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
 

で
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
実
施
さ
 

れ
ま
し
た
が
、
赤
池
町
で
も
九
月
二
十
 

「写団フアミリー」10月例会 

10月8 日（劃午後7 時から町民会館にお 
いて会員8 名が出席し作品112 点の合評 
をした。 

〈今月の優秀作家〉カラーの部 

【町内を車でパレードする 

交通安全協会赤池支部の 

みなさん】 

ー席 「三宅 嘉一」 ニ席 「戸塚栄太郎」 

三席 「岡部日出朗」 四席 「村田 義美」 

（評） 今月は岡部 
さんの「少女」 
ですが、画面 
全体を暗く焼 
いてこの少女 
のちょっと不 
安そうな表情 
を良く表現し 
ています。 
左側の戸を 

少しななめに 
写し込んでい 
るのもこの写 

をより効果 
的に見せてい 
るようです。 

英―」 五席 「光井 

一
日
、
交
通
安
全
推
進
協
議
会
（
香
月
章
 

会
長
）
交
通
安
全
協
会
赤
池
支
部
（
奥
 

永
昭
政
支
部
長
）
の
皆
さ
ん
に
よ
り
『
 

交
通
事
故
ゼ
ロ
」
を
願
っ
て
町
内
の
パ
 

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
永
年
交
通
事
故
に
注
意
し
、
 

無
事
故
無
違
反
で
他
の
人
の
模
範
と
な
 

る
運
転
者
と
し
て
次
の
三
人
の
方
が
田
 

川
警
察
署
長
表
彰
、
公
安
委
員
会
長
表
 

彰
の
緑
十
字
表
彰
銅
賞
を
受
け
ら
れ
ま
 

し
た
。
 

（
敬
称
略
）
 

〇
秋
本
 
米
造
（
車
 
道
）
三
十
年
 

〇
石
橋
 
正
利
（
貴
 
船
）
三
十
年
 

〇
太
田
 

博
 

（
大
久
保
）
三
十
一
年
 

) 

) 

真
 

モノク口の部優秀作品〈少女〉 

11 
月

衛

生

行

事

予

定

表
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木 イ、 火 木 水 イ、 m イ

ン

フ

ル

 

エ
・
／
ザ
 

イ

ン

フ

ル

 

エ
・
ノ
ザ
 

三
腫
混
合
 

イ
・
ノ
フ
ル
 

エ
、
ノ
ザ
 

乳
児
保
育
 

相
 
談
 

ノ
ー
ン
フ
ル
 

エ
、
ノ
ザ
 

麻

し

 ん
 

イ

ン

フ

ル

 

エ
、
ノ
ザ
 

腫
 

目
 

町
民
会
館
 

市
場
小
 

保
健
室
 

町
民
会
館
 

5/U 

公区 
民 
館 

町
民
会
館
 

町
民
会
館
 

町
1

病
院
 

市
場
小
 

保
健
室
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早谷 克粘 く対外活躍者＞ 

10月10日（日）福岡市において東京より、 

緑川洋一、林忠彦先生、大分より大崎 

聴明先生をお迎えして九州二科公募展 

の公開審査が行なわれました。 当クラ 

ブ関係者の成績は次のとおりです。 

〇入賞（ヤシカ賞） 光井 英一 

〇入選 戸塚栄太郎 太田 勝正 

永尾 富男 村田 義美 

岡部日出朗 

■ii月11日 

赤池商事前 

(10:00 -13:00) 

役場建設課前 

(14:00 --- 16:00) 

J 

●
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●
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●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
，
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
，
●
●
●
●
●
●
●
●
・
 

持
ち
よ
く
下
山
し
ま
し
た
。
何
日
も
心
 

よ
い
気
持
ち
が
続
き
、
も
う
一
度
あ
の
 

日
に
も
ど
り
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
 

付F 

句 

つ
 

れ
 

づ
 
れ
 

に
 

⑩
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 
松
本
た
か
し
 

〇
法
師
蝉
木
立
に
ひ
び
き
池
ほ
と
り
 

〇
思
ひ
出
詠
じ
か
り
て
震
災
忌
 

〇
タ
映
へ
に
池
面
光
り
て
秋
の
景
 

〇
山
も
木
々
日
の
落
ち
包
む
秋
の
タ
 

が
ち
ょ
う
 

〇
鷲
鳥
鳴
く
朝
の
し
じ
ま
の
秋
ぞ
澄
む
 

〇
嫁
よ
り
宅
便
と
ど
く
地
場
の
梨
 

〇
世
に
尽
く
す
何
一
つ
な
し
秋
彼
岸
 

〇
小
謡
を
こ
声
で
た
の
し
む
秋
の
夜
も
 

観
 

月
 

句
 

会
 

公
民
館
句
会
 

池
田
一
歩
 

福
智
山
麓
に
柳
機
定
善
寺
が
あ
る
o
 

先
項
再
建
が
信
徒
の
誠
藤
げ
よ
っ
て
成
 

り
、
訪
ふ
者
の
心
を
深
く
と
ら
え
て
離
 

さ
ぬ
も
の
が
あ
る
、
寺
苑
か
ら
の
景
に
 

深
く
色
を
た
た
え
』
湖
ゆ
、
今
日
に
で
 

か
も
 

も
鴨
が
つ
き
そ
う
な
気
配
で
あ
る
。
 

か
ね
て
観
月
句
会
場
と
し
て
坊
守
さ
 

ん
に
お
願
い
申
し
上
げ
て
い
た
と
こ
ろ
 

心
よ
く
ご
承
知
く
だ
さ
れ
、
し
か
も
、
 

お
茶
の
お
手
前
の
摂
待
に
も
預
か
り
、
 

思
い
が
け
な
い
喜
び
で
あ
っ
た
。
寺
総
 

代
が
白
石
天
留
翁
先
生
で
あ
っ
た
こ
と
 

も
幸
し
、
旬
縁
悌
縁
で
あ
る
。
し
か
も
、
 

三
十
人
近
い
参
加
者
を
見
る
こ
と
が
で
 

き
、
そ
の
上
、
秀
句
も
い
く
つ
か
拝
見
 

す
る
こ
と
が
で
き
充
実
し
た
秋
の
一
夜
 

を
す
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
 

三
木
春
翁
さ
ん
指
導
の
俳
人
の
参
加
 

を
得
た
こ
と
も
心
楽
し
く
、
花
を
添
え
 

て
い
た
だ
い
た
思
い
で
あ
る
。
 

い
も
 

坊
守
り
の
心
づ
く
し
の
ふ
か
し
藷
 

し
ー
ら
さ
ぎ
 

白
鷺
を
無
月
の
闇
が
来
て
句
む
 

【
駒
女
】
 

訪
ね
来
し
寺
は
花
野
の
中
に
あ
り
 

急
ぎ
来
て
心
静
め
の
秋
桜
 

【
聖
子
】
 

山
寺
の
音
み
な
消
え
て
無
月
か
な
 

【
園
女
】
 

月
の
供
華
供
へ
念
綿
申
し
け
り
 

【
ひ
さ
し
】
 

時
移
る
音
と
し
木
の
実
落
つ
る
か
な
 

【
一
歩
】
 

山
家
の
灯
滅
に
映
し
て
無
月
か
な
 

【
春
翁
】
 

ち
ち
ろ
裁
無
月
の
耀
の
唯
広
く
 

【
昭
女
】
 

（
紙
面
の
都
合
に
よ
り
他
の
作
品
は
次
 

回
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）
 



⑧
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第238 号 

11月は国民年金制度推進月間 

⑥守ろ う年金三原則 

●もれなく加入 

●保険料完納 

●疑間の点はなんでも相談 

ーあなたを守る国民年金― 

ー
 
!
 

急
速
に
近
づ
い
て
来
て
い
る
高
齢
化
 

社
会
に
欠
か
せ
な
い
の
が
老
後
の
年
金
 

で
す
。
十
一
月
は
国
民
年
金
制
度
推
進
 

月
間
、
こ
の
機
会
に
あ
な
た
の
将
来
の
 

年
金
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
と
と
 

も
に
、
年
金
の
権
利
を
守
る
三
原
則
に
 

つ
い
て
、
再
確
認
を
し
て
み
て
く
だ
さ
 

い。 

あ
な
た
だ
け
が
 

取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
に
 

現
在
、
わ
が
国
で
は
、
国
民
の
だ
れ
 

も
が
何
ら
か
の
年
金
を
も
ら
え
る
よ
う
 

に
す
る
国
民
皆
年
金
の
制
度
が
と
ら
れ
 

て
い
ま
す
。
 

も
し
、
年
金
に
加
入
し
な
い
ま
ま
で
 

い
る
と
将
来
大
き
な
悔
い
を
残
す
こ
と
 

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
 

老
齢
に
な
っ
て
か
ら
年
金
を
受
け
取
 

る
た
め
に
は
、
ま
ず
加
入
す
る
こ
と
で
 

す
。
も
れ
な
く
加
入
、
こ
れ
が
年
金
の
 

第
一
原
則
で
す
。
 

保
険
料
は
完
納
で
 

保
険
料
は
、
将
来
の
年
金
の
原
資
と
 

な
る
も
の
で
す
。
保
険
料
を
納
め
て
こ
 

そ
は
じ
め
て
年
金
を
受
け
る
権
利
が
保
 

障
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
将
来
受
け
る
年
金
の
額
は
納
 

め
た
期
間
を
基
礎
に
計
算
さ
れ
ま
す
か
 

ら
、
一
年
で
も
多
く
納
め
た
ほ
う
が
将
 

来
受
け
取
る
年
金
が
多
く
な
り
ま
す
。
 

な
お
、
当
然
加
入
の
人
で
生
活
が
苦
 

し
く
て
納
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
保
 

険
料
の
免
除
と
い
う
制
度
も
あ
り
ま
す
。
 

保
険
料
完
納
、
ど
う
し
て
も
納
め
ら
 

れ
な
い
と
き
は
免
除
の
手
続
き
を
、
「
」
 

れ
が
年
金
の
第
二
原
則
で
す
。
 

老齢年金の額 

，納めた期間 年金額 

25年納付 

30年納付 

40年納付 

565,500円 

678,600円 

904,800円 

疑
間
の
点
は
な
ん
で
も
相
談
 

年
金
の
し
く
み
は
や
さ
し
い
よ
う
で
 

実
は
色
い
ろ
な
特
別
の
き
ま
り
が
あ
っ
 

て
な
か
な
か
複
雑
で
す
。
 

ち
ょ
っ
と
し
た
思
い
違
い
や
わ
か
ら
 

な
い
こ
と
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
 

た
め
に
、
 

一
生
の
年
金
が
左
右
さ
れ
る
 

よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
大
変
で
す
。
 

年
金
の
こ
と
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
 

、

I
ン
 

、、‘ノ 

不
審
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
役
場
 

年
金
係
や
社
会
保
険
事
務
所
に
ご
相
談
 

く
だ
さ
い
。
 

疑
間
の
点
は
な
ん
で
も
相
談
、
こ
れ
 

が
年
金
の
第
三
原
則
で
す
。
 

高額療養費 
000000000 

自己負担額引き上げ 

9 月より45,000円に 

58年1月から5L000円に 

私
た
ち
が
病
気
、
ケ
ガ
を
し
た
と
き
 

に
保
険
医
療
機
関
で
国
保
を
つ
か
っ
て
 

診
療
を
受
け
る
場
合
の
医
療
費
は
、
七
 

割
を
国
保
が
負
担
し
ま
す
か
ら
、
自
己
 

負
担
分
は
三
割
で
す
む
わ
け
で
す
。
 

さ
ら
に
そ
の
三
割
の
自
己
負
担
分
が
 

一
定
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
超
え
た
 

分
は
全
額
、
高
額
療
養
費
と
し
て
国
保
 

か
ら
払
い
も
ど
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

九
月
分
か
ら
、
こ
の
自
己
負
担
分
の
 

限
度
額
が
三
万
九
千
円
か
ら
四
万
五
千
 

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

つ
ま
り
、
 

一
人
ー
力
月
、
 

一
つ
の
病
 

院
、
診
療
所
に
つ
い
て
四
万
五
千
円
を
 

超
え
た
場
合
は
、
そ
の
超
え
た
分
を
全
 

額
国
保
負
担
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
わ
 

け
で
す
。
 

た
だ
し
、
低
所
得
者
（
住
民
税
非
課
 

税
世
帯
）
に
つ
い
て
は
、
三
万
九
千
円
 

に
す
え
置
か
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
来
年
一
月
か
ら
こ
の
限
度
額
 

は
五
万
一
千
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
 

高
額
療
養
費
自
己
 

負
担
額
計
算
の
基
準
 

月
の
一
日
か
ら
月
末
ま
で
の
受
診
に
 

つ
い
て
ー
カ
月
と
し
て
計
算
し
ま
す
。
 

で
す
か
ら
、
た
と
え
ば
あ
る
月
の
十
五
 

日
か
ら
翌
月
の
十
五
日
ま
で
の
よ
う
に
 

月
を
ま
た
が
っ
て
入
院
し
た
場
合
で
、
 

最
初
の
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
 

三
万
円
、
翌
月
が
三
万
円
、
合
計
ー
力
 

月
六
万
円
を
自
己
負
担
し
た
場
合
で
も
 

一
日
か
ら
月
末
ま
で
の
計
算
で
す
か
ら
 

高
額
療
養
費
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

た
だ
し
、
同
一
月
内
に
い
っ
た
ん
退
 

院
し
て
、
ま
た
そ
こ
へ
入
院
し
た
よ
う
 

な
場
合
は
、
合
わ
せ
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
 

た
と
え
ば
、
甲
の
病
院
と
乙
の
病
院
 

へ
同
時
に
か
か
っ
て
い
て
自
己
負
担
分
 

と
し
て
、
甲
の
病
院
へ
七
万
円
、
乙
の
 

病
院
へ
六
万
円
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
 

甲
の
病
院
の
分
に
つ
い
て
は
、
四
万
五
 

千
円
控
除
し
た
二
万
五
千
円
、
乙
の
病
 

j

」
 

、

j）

 

×
 

院
の
分
に
つ
い
て
は
同
様
に
、
 
一
万
五
 

千
円
の
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
 11 

ま
す
。
 

合
算
さ
 11 

ま
せ
ん
。
 

歯
科
は
離
 

病
院
ま
た
は
診
療
所
に
内
科
な
ど
の
 

科
と
歯
科
が
あ
る
場
合
は
、
内
科
な
ど
 

の
科
と
歯
科
は
、
別
の
病
院
ま
た
は
診
 

療
所
と
し
て
扱
い
ま
す
。
 

灘
灘
一
 

総
合
病
院
の
各
診
療
科
は
、
そ
れ
ぞ
 

れ
別
の
病
院
ま
た
は
診
療
所
と
し
て
扱
 

い
ま
す
。
た
だ
し
、
総
合
病
院
の
入
院
 

患
者
が
他
の
科
の
診
療
を
受
け
た
と
き
 

は
、
合
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
 

（そ 

の
と
き
で
も
歯
科
は
別
）
 

h
雄
鵬
」
臨
畔
畔
U
畔
」
ー
 

峰
齢
臓
、
 

一
つ
の
病
院
・
診
療
所
で
も
、
入
院
 

と
通
院
は
別
に
扱
い
合
算
し
ま
せ
ん
。
 

保
険
診
療
の
対
象
と
な
ら
な
い
、
入
 

院
し
た
と
き
の
差
額
ベ
ッ
ト
代
や
基
準
 

看
護
の
病
院
へ
入
院
し
た
と
き
の
付
添
 

い
看
護
料
な
ど
は
、
自
己
負
担
分
の
中
 

に
入
り
ま
せ
ん
。
病
院
、
診
療
所
へ
支
 

払
っ
た
額
は
何
も
か
も
自
己
負
担
分
と
 

し
て
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
 

ん
か
ら
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

J
 

昭和57年11月1日 け
 

カ、、、い あ
 

燃えないゴミの 

適正処理にご協力を 

う
 

下
田
川
清
掃
セ
ン
 

タ
ー
ゴ
ミ
処
理
場
（
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
下
の
 

埋
立
地
）
は
、
下
田
 

川
四
カ
町
の
共
有
処
 

理
場
で
す
が
、
近
年
 

処
理
量
が
急
速
に
増
 

大
し
、
埋
立
終
了
の
 

予
定
年
数
が
大
巾
に
 

短
縮
さ
れ
る
見
通
し
 

に
な
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
利
用
者
の
 

中
に
は
、
他
市
町
村
 

か
ら
の
ゴ
ミ
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
 

協
議
の
結
果
、
町
内
か
ら
の
ゴ
ミ
で
あ
 

る
こ
と
の
チ
ェ
ッ
ク
を
厳
密
に
す
る
よ
 

う
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
処
理
場
は
、
下
田
川
四
カ
町
の
 

大
切
な
財
産
で
す
。
一
年
で
も
長
く
使
 

報
 

え
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

広
 

利
用
証
（
役
場
衛
生
係
で
発
行
）
が
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な
い
と
処
理
で
き
ま
せ
ん
。
且
力
ン
を
 

持
参
し
て
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
印
 

力
ン
を
忘
れ
た
場
合
は
免
許
証
な
ど
に
 

よ
り
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
 

り
ま
す
。
 

社
会
衛
生
係
 

エンゼルクイズ 

【第刀回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

【問 題】 

1、今年のプロ野球日本一は？ 

⑧読売ジャイアンッ ⑧西武ライオンズ 

⑥中日ドラゴンズ 

2 、日本の標準時はどこの都市を基準にして 

いる？ 

⑧東京 ⑧明石 ⑥赤池 

3 、川端康成の「雪国」の舞台となったのは？ 

⑧水上温泉 ⑧万座温泉 ⑥湯沢温泉 

4 、閑古鳥とは、何のこと？ 

⑧カラス ⑧カッコウ ⑥カモ 

5 、法的に遺言が認められるのは満何歳から？ 

④15歳 ⑧18歳 ⑥20歳 

【応募の要領】 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、11月15日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

レ例 問題l A 問題2 B 問題3 C 

【第76回の解答】 

1 ⑥ 2⑧ 3⑥ 

【正解者】 

【下田川清掃センターゴミ処理場】 

年
金
な
ん
で
も
 

相
談
所
の
開
設
 

年
金
の
こ
と
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
 

お
た
ず
ね
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
 

ら
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

〇
と
き
 

十
一
月
二
十
五
日
（
木
）
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
 

〇
と
こ
ろ
 
北
九
州
会
場
廿
小
倉
井
筒
 

屋
、
飯
塚
会
場
廿
飯
塚
井
筒
屋
 

「
税
を
知
る
週
間
」
 

の
お
知
ら
せ
 

毎
年
 11 

月
 11 

日
か
ら
 17
 

日
ま
で
の
一
 

週
間
は
「
税
を
知
る
週
間
」
 
で
す
。
 

田
川
税
務
所
で
は
期
間
中
、
次
の
よ
 

う
な
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

①
税
の
散
歩
道
【
後
藤
寺
商
店
街
】
 

〇
目
で
見
る
間
接
税
展
（
購
耀
銀
行
）
 

〇
税
の
書
道
、
標
語
作
品
展
示
（
簸
し
 

〇
税
の
無
料
相
談
（
鵬
耀
撃
）
 

〇
税
務
参
考
図
書
の
即
売
（
齢
彰
堂
）
 

〇
税
の
ビ
デ
ォ
上
映
（
薪
撫
マ
ノ
ク
ス
）
な
ど
 

②
納
税
表
彰
式
 
十
二
日
 

③
税
に
関
す
る
書
道
の
表
彰
 
十
三
日
 

④
各
種
座
談
会
、
税
金
教
室
 

⑤
各
種
ス
ラ
イ
ド
、
フ
ィ
ル
ム
貸
出
し
 

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
田
川
税
務
 

ー
‘
ノ
 

ノ・》 

署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

公

0

9

4

7

4
④

0

 4
ュ
っ
J

八U 

郵
便
局
だ
よ
り
 

年
賀
ハ
カ
キ
の
発
売
に
つ
い
て
 

今
年
も
郵
政
省
よ
り
次
の
と
お
り
お
 

年
玉
つ
き
年
賀
ハ
ガ
キ
が
発
売
さ
れ
ま
 

す。 
〇
発
売
日
 
十
一
月
五
日
国
 

〇
売
価
 

四
十
円
お
よ
び
四
十
五
円
の
 

絵
入
り
固
⑧
⑨
二
種
類
 

売
り
切
れ
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
 

お
早
目
に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
切
手
売
捌
所
（
ポ
ス
ト
設
置
 

箇
所
）
で
も
発
売
し
ま
す
。
 赤

池
郵
便
局
 

一
 

」
 

一
 

一
 

」

 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

」
 

」
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
 

金
一
封
 
山
田
 

高
 

（
高
尾
）
 

⑧
 

【hJ ④
 

d1 

前回の応募総数14通のうち、正解は8通で 

した。厳正な抽せんの結果、次の3名の方に 

記念品を贈ります。 

ト藤村 周二 （下小路） 

ト太田 誠信 （山崎） 

ト庄司 ミサヲ（伏原） 《敬称略》 

J
 

金
一
封
 
木
村
ト
シ
子
（
稲
荷
町
）
 

金
一
封
 
林
 
省
吾
 

（
金
田
町
）
 

金
一
封
 
佐
藤
春
子
 

（
伏
原
四
）
 

金
一
封
 
松
本
菊
松
 

（
石
松
）
 

【
寄
付
】
 

金
二
千
七
百
十
五
円
 
立
花
軒
鍬
 

金
一
万
円
 
昭
和
三
十
八
年
度
赤
池
中
 

学
校
卒
業
生
一
同
 

〔
十
月
十
五
日
現
在
、
敬
称
略
〕
 

× 』 資． 福祉雌シタにsの貸事
一

「

』

 

／ー 

【仏教法話会】 

11月12日岡 午前11時から 

【福祉バス運行日】 

休館日、祝祭日を除く毎日 

【心配ごと相談】 

7日、17日、27日、 

午前10時から午後3時まで 

【休 館 日】 

1日、 3日、 8日、15日 

22日、23日、29日 

【演 芸 日】 

4日、 7日、11日、14日 

18日、21日、25日、28日 

先
月
号
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
 

計
算
方
法
で
×
一
・
》
 
N
N

と
あ
 

っ
た
の
は
×
一
・
一
N
N
 
の
誤
り
 

で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
 

し
ま
す
。
 

広
報
係
 

、、、 ー ノ 



ロ反 
幸
 

〇
と
き
 

11 

月
 10 

日
困
 

午
後
1

時
 

広
 

第238 号 広 報 あ か い け 昭和57年11月l Iii (10) け
 

、
 

‘し か
 

健
康
診
断
・
知
能
 

テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
 

新
一
年
生
が
対
象
 

昭
和
五
十
八
年
度
、
小
学
校
新
入
学
 

の
子
ど
も
さ
ん
を
対
象
と
し
た
健
康
診
 

断
と
知
能
テ
ス
ト
が
次
の
と
お
り
実
施
 

さ
れ
ま
す
。
 

▽
該
当
者
 
昭
和
 51 

年
4
月
2

日
か
ら
 

昭
和
 52 

年
4

月
1

日
ま
で
に
生
れ
た
 

⑥
上
野
小
学
校
区
（
上
野
地
区
）
 

〇
と
こ
ろ
 

上
野
小
学
校
 

⑥
市
場
小
学
校
区
（
赤
池
、
中
尾
、
市
 

場
地
区
）
 

〇
と
き
 

11 

月
 12 

日
国
 
午
後
1

時
 

〇
と
こ
ろ
 
市
場
小
学
校
 

※
当
日
は
上
ば
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
 

休
猟
区
が
 

解
除
さ
れ
ま
す
 

狩
猟
事
故
に
は
十
分
ご
注
意
を
万
】
 

赤
池
町
の
狩
猟
保
護
区
以
外
の
地
域
 

は
三
年
間
の
休
猟
区
指
定
が
五
十
七
年
 

度
か
ら
解
除
さ
れ
ま
す
。
 

十
一
月
十
五
日
か
ら
来
年
二
月
十
五
 

日
ま
で
は
狩
猟
解
禁
に
と
も
な
い
、
許
 

、

《

 

可
証
を
持
っ
た
人
が
猟
を
行
い
ま
す
。
 

狩
猟
者
に
対
し
て
は
、
講
習
会
、
チ
 

ラ
シ
な
ど
に
よ
り
事
故
防
止
を
呼
び
か
 

け
て
い
ま
す
が
、
狩
猟
者
以
外
の
方
も
 

山
に
入
る
時
は
、
色
も
の
の
服
を
着
用
 

し
た
り
、
ラ
ジ
オ
を
携
帯
す
る
な
ど
、
 

事
故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

狩
猟
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
飯
塚
農
 

林
事
務
所
林
務
課
（
公
飯
塚
③
4
1
4
 

6
）
ま
た
は
、
役
場
産
業
振
興
課
へ
お
 

尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

盲
学
校
生
徒
募
集
 

福
岡
県
立
福
岡
盲
学
校
で
は
次
の
と
 

お
り
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▽
課
程
 

⑨
普
通
課
（
3
年
間
）
⑥
保
 

健
理
療
科
（
3
年
間
）
以
L
中
学
卒
 

業
以
上
の
人
⑥
専
攻
科
理
療
科
（
3
 

年
間
）
高
卒
以
上
⑥
幼
稚
部
（
1
年
 

間
）
満
5
歳
児
 

▽
卒
業
後
の
資
格
お
よ
び
進
路
 

m
大
 

学
受
験
資
格
②
保
健
理
療
科
は
「
あ
 

ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
師
検
定
 

試
験
」
受
験
資
格
③
専
攻
科
理
療
科
 

は
②
の
ほ
か
 
「
は
り
師
・
き
ゅ
う
師
 

検
定
試
験
」
お
よ
び
「
筑
波
大
学
理
 

療
科
教
員
養
成
施
設
」
受
験
資
格
④
 

幼
稚
部
は
小
学
部
へ
進
学
 

▽
視
力
な
ど
の
条
件
 

m
全
く
見
え
な
 

い
か
、
両
眼
の
矯
正
視
力
が
 03 

未
満
 

の
人
②
視
機
能
障
害
が
あ
る
人
⑧
将
 

来
失
明
、
も
し
く
は
著
し
く
視
力
減
 

退
の
お
そ
れ
の
あ
る
人
 

▽
願
書
受
付
 

1
月
 10 

日
か
ら
3

月
 10
 

日
ま
で
 

▽
試
験
日
 

3
月
 18 

日
園
 
ー
 

▽
間
合
せ
 

筑
紫
野
市
大
字
牛
島
一
 

四
番
地
 
福
岡
盲
学
校
 

費

0

9

2

(
9
2
4
 )
1
1
0
1
 

老
人
医
療
費
 

受
給
者
証
の
更
新
 

水
色
か
ら
黄
色
へ
の
切
り
替
え
 

水
色
の
受
給
者
証
は
、
六
月
三
十
日
 

で
失
効
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
、
切
り
 

替
え
の
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
が
 

多
数
お
ら
れ
ま
す
。
 

至
急
、
切
り
替
え
の
手
続
き
を
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

▽
手
続
き
場
所
 
役
場
住
民
福
祉
課
福
 

祉
係
（
窓
口
7
番） 

▽
持
参
す
る
も
の
 

保
険
証
と
今
ま
で
 

の
医
療
証
（
水
色
）
、
印
力
ン
 

既
取
得
免
許
を
 

眠
ら
せ
て
い
る
方
 

看
護
婦
・
保
健
婦
・
助
産
婦
な
ど
 

福
岡
県
で
は
、
看
護
婦
等
充
足
対
策
 

の
一
環
と
し
て
、
家
庭
に
あ
る
未
就
業
 

看
護
婦
等
を
対
象
に
再
教
育
の
た
め
の
 

講
習
会
を
行
い
、
就
業
の
促
進
を
は
か
 

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
保
健
婦
、
助
 

産
婦
、
看
護
婦
、
准
看
護
婦
の
資
格
を
 

お
持
ち
で
こ
の
講
習
会
を
受
講
さ
れ
た
 

い
方
は
次
に
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

▽
開
講
日
 

11 

月
 29 

日
か
ら
 12 

月
3

日
 

ま
で
 

▽
場
所
 
①
国
立
福
岡
中
央
病
院
（
福
 

岡
市
中
央
区
城
内
二
の
二
）
②
福
岡
 

県
看
護
等
研
究
研
修
セ
ン
タ
ー
（
福
 

岡
市
中
央
区
赤
坂
一
丁
目
）
 

▽
申
込
み
先
 

田
川
保
健
所
（
田
川
市
 

松
原
通
り
）
容
0
9
4
 

<b

(b 

7
4

④

0

6

 

▽
申
込
み
期
間
 

11 

月
 20 

日
ま
で
（
 22
 

日
以
降
は
県
衛
生
部
医
務
課
へ
）
 

新
し
い
職
場
 

を
お
求
め
の
方
 

現
在
、
雇
用
保
険
を
受
け
て
お
ら
れ
 

る
方
を
対
象
に
 
「
能
力
再
開
発
適
応
講
 

習
」
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▽
受
講
内
容
 

m
各
種
資
格
の
取
り
方
 

②
適
職
の
選
び
方
と
職
業
適
性
③
最
 

近
の
労
働
市
場
の
動
き
四
公
共
職
業
 

訓
練
校
の
紹
介
⑤
そ
の
他
再
就
職
に
 

必
要
な
各
種
の
情
報
、
資
料
の
提
供
 

▽
定
員
 

40 

人
程
度
 

▽
一
回
の
開
講
期
間
 

5
日
か
ら
7

日
 

間
（
一
日
約
5

時
間
）
 

▽
開
講
時
期
 
定
員
に
な
り
次
第
開
講
 

▽
特
典
 

現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
雇
用
 

保
険
の
ほ
か
に
一
日
八
百
円
の
受
講
 

給
付
金
を
支
給
、
受
講
料
は
無
料
 

▽
申
し
込
み
先
 

も
よ
り
の
公
共
職
業
 

安
定
所
ま
た
は
飯
塚
技
能
開
発
セ
ン
 

タ
ー
（
飯
塚
市
大
字
柏
ノ
森
八
三
の
 

九
、
公
0
9
4
8
2
②
4
0
1
8

) 

中
小
企
業
従
業
員
 

生
活
資
金
貸
付
資
金
 

福
岡
県
内
の
中
小
企
業
に
働
い
て
い
 

る
方
が
生
活
費
、
医
療
費
、
教
育
費
、
 

冠
婚
葬
祭
費
な
ど
の
生
活
資
金
が
緊
急
 

に
必
要
な
場
合
に
県
が
貸
付
け
を
す
る
 

制
度
で
、
今
年
夫
発
足
し
ま
し
た
。
 

、
‘
ー
 

▽
対
象
者
 

m
福
岡
県
内
に
本
社
の
あ
 

る
中
小
企
業
（
常
用
従
業
員
数
三
百
 

人
以
下
）
に
一
年
以
L
勤
続
し
て
い
 

る
人
②
福
岡
県
内
に
一
年
以
上
居
住
 

し
て
い
る
人
③
一
名
以
上
の
保
証
人
 

が
得
ら
れ
る
人
 

▽
貸
付
け
条
件
 

長期 
貸付 

短期 
貸付 

ノ

／

 

仙

円

 

30万 
円 

限
度
額
 

60月 
以内 

36月 
以内 

貸
付
 

期
間
 

7

.

8

 

%
 

7

.

8

 

%
 

年
利
 

返
済
方
法
は
元
利
均
等
の
月
賦
返
済
 

▽
問
合
せ
先
 

取
扱
金
融
機
関
は
福
岡
 

県
労
働
金
庫
で
す
が
、
詳
細
に
つ
い
 

て
は
福
岡
県
筑
豊
労
働
福
祉
事
務
所
 

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

公

0

9

4

8

2

②

1

1

4

9

 

身
体
に
障
害
の
あ
る
 

児
童
の
療
育
相
談
 

身
体
に
障
害
の
あ
る
児
童
も
し
く
は
 

将
来
機
能
障
害
を
招
来
す
る
お
そ
れ
が
 

あ
る
児
童
の
診
査
お
よ
び
相
談
が
次
の
 

と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
大
腿
四
頭
筋
、
三
角
筋
、
殿
 

筋
拘
縮
症
の
疑
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
 

児
童
も
当
日
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

▽
日
時
 

11 

月
 26 

日
（
金
）
 

受
付
時
間
 

13 

時
か
ら
 14 

時
半
ま
で
 

▽
場
所
 

田
川
保
健
所
 

▽
対
象
者
 
満
 18 

歳
未
満
の
児
童
 

▽
診
査
医
師
 
整
形
外
科
、
耳
鼻
咽
喉
 

科
、
眼
科
の
先
生
 

J
ノ 

あ
 

人
 


